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研究成果の概要（和文）：本研究は中国国内のプロテスタント教会を主な調査対象とし、宗教をとりまく環境の
グローバル化の実態、国を越えて移動する信者たちの宗教実践および宗教的アイデンティティの多様化の状況、
さらにそれらが中国の政教関係に与える影響について分析することを目的としたものである。新型コロナ感染拡
大による渡航規制のため、調査対象を海外で改宗し中国に帰国した海帰キリスト教徒に絞り、中国プロテスタン
トにおけるトランスナショナルなネットワーク形成と、国際移動の制限下の海帰キリスト教徒の現状を分析し
た。結果として現在はトランスナショナルなネットワーク形成は主にサイバー空間を中心としている状況等を明
らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study originally planned to conduct research among Protestant churches 
in China, with the aim of analyzing the actual state of globalization of the environment surrounding
 religion, the state of diversification of religious practice and religious identity among believers
 who move across countries, and the impact of these changes on political and religious relations in 
China. 
Due to the timing of the research coincided with the tightening of transnational travel restrictions
 by the spread of new coronavirus infection, the main subject of my study limited to the returnee 
Christians who were returned to China after converted to Christianity during their stay in foreign 
countries and analyzed the transnational network formation in Chinese Protestantism and the current 
situation of returnee Christians under the limitations of international mobility. As a result, I 
could clarify that transnational network formation is now mainly centered in cyberspace.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、2010年代半ば以降の中国国内における海帰キリスト教徒（以下「海帰教徒」）増加に注目し、中国
において生じている宗教をめぐる移動やネットワークの国を越えた拡大をめぐる、宗教側と政府の間のせめぎ合
いの状況を明らかにした。中国政府は長年宗教の越境性を封じることで宗教をコントロールしてきたが、中国経
済の発展とグローバル化に伴う人々の国際移動の拡大と多様化は、宗教政策による制限を越えたトランスナショ
ナルなキリスト教コミュニティの形成を後押ししてきた。本研究の意義は、中国において現在進行中である宗教
をめぐる大きな転換点を、特に信者たちの国際移動の影響という点から明らかにした点にある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 （１）中華人民共和国における宗教をめぐる動向：中国において宗教は共産党政権による
厳密な管理体制下にあるが、1980 年代以降、様々な要因により宗教の規模や社会への影響
力が拡大し続けてきた。特にプロテスタントは信者数が急速に増加すると共に、近年では知
識人や企業家の間でも信者が増加し、社会に対して一定の影響力を備えるようになってい
る。この状況を反映して、習近平政権は宗教に対し強硬路線を採り、特にキリスト教および
イスラムに対して規制を強めてきた。2020 年における新型コロナ感染拡大は、国内外にお
ける移動の規制とともに中国国内の宗教活動に対する監視や規制がさらに強まる機会とな
った。 
 
（２）中国キリスト教をめぐる研究動向：現代中国におけるキリスト教の状況をめぐる学

術的議論は、主に政教関係に集中してきたが、1990 年代以降の中国の急速な変化は、政教
関係を中心とするアプローチの限界をますます顕著にしてきた。すなわち、宗教活動に影響
を及ぼしうるファクターは政治以外に経済発展、都市化、生活スタイルの変化、グローバル
化など多様化してきた為、それらを含みこんだ分析と議論が主流となりつつある。しかしな
がら、2015 年以降の「宗教中国化」政策による宗教統制の強化、さらに新型コロナ感染拡
大による渡航規制のため、中国国内での調査が困難になっており、中国国内の教会と関わり
のある国外の教会や団体を通じた調査や現地情報の取得による研究が増加している。 

 
（３）本研究の位置づけと意図：本研究では、近年における中国の急速な社会変化のなか

で、特にグローバル化が中国キリスト教に及ぼす影響に注目している。中国は今や世界第二
位の経済大国となり、国際社会におけるプレゼンスも高めつつあるが、その結果として、宗
教を含めた中国社会全体において対外的な交流や国際化が急速に進んできた。その急速な
変化が、国内における宗教環境に少なからぬ影響を与えうることは十分に予想されること
であり、中国キリスト教をめぐる学術研究においても、グローバル化の影響の拡大はますま
す頻繁に指摘されるようになっている。本研究も中国プロテスタントに対するグローバル
化の影響を明らかにしようとするものであるが、特に、中国国内と国外両方においてキリス
ト教徒としての信仰生活を経験し、中国国内において国内と国外の架け橋となりうる新た
な信者集団である「海帰キリスト教徒」に焦点を当て考察を行うことにより、中国人キリス
ト教徒の多様な国際移動の結果として生じる共産党政府が定義づける宗教をめぐる国内と
国外の境界線の多孔化の様相を明らかにすることを意図している。 
 
 
２．研究の目的 
（１）本研究の目的：本研究は、中国における宗教をめぐる環境のグローバル化の実態およ
び国を越えて移動する信者たちの宗教実践および宗教的アイデンティティの多様化の状況、
さらにそれらが中国の政教関係に与える影響を明らかにすることを目的とする。中国が国
際社会において、経済面のみならず政治面においても大国として承認されるには、宗教など
の人権問題に対して政府が適切に対応する体制を築くことが不可欠である。中国が国際社
会におけるプレゼンスを高め、グローバル社会とのインタラクションを深めるにつれ、管理
と規制に基づく現在の宗教政策を維持することは早晩不可能となってゆくと予想される。
この点において、21 世紀以降のグローバルな社会的コンテクストの中で成長する諸教会が
いかに貢献しうるのかを検討することは、中国の今後をうらなう意味でも極めて重要な着
眼ポイントとなる。 
 
（２）本研究における問い：上記の状況に鑑み、本研究では「１）政策により国家という

枠組みに強制的に縛り付けられている中国キリスト教が、海外との連携を築く中でいかな
る宗教共同体を形成し、宗教アイデンティティを形成するにいたっているのか、２）翻って
その変化はナショナリズムを強める中国における政教関係にいかなる影響を及ぼしうるの
か」という問いに基づき、現代中国における宗教をめぐるグローバル化と国家による統制が
せめぎあう状況について調査・考察を行った。 
 
 
 
３．研究の方法 
（１）本研究における調査対象：本研究では宗教に対するグローバル化の影響について検討
するため、当初の予定では調査対象は、①経済発展とともに急増してきた都市部のホワイト
カラー層を中心とした都市新興教会と②中国国外にある華人教会を調査対象とする計画で
あった。しかしながら、新型コロナ感染拡大による海外での調査の難しさから、調査対象を



海外で改宗し中国に帰国した海帰キリスト教徒の状況に絞り、海帰キリスト教徒を焦点に
中国国内外での教会や信者のネットワーク形成の現状の分析を行った。 
 
（２）本研究における研究の方法：計画段階での研究の方法は、中国、台湾、香港および北
米の華人教会におけるフィールドワークを主としていたが、採択決定時にはすでに全世界
に置いて新型コロナ感染拡大による移動規制が始まっており、その状況がいつまで続くの
か明らかではない状態であった。そのため当初の計画を変更し、まずは文献やインターネッ
ト上で得られる情報の分析を中心とし、2023 年度は台湾、香港の海帰キリスト教徒と関わ
る教会および団体での聞き取り調査を行った。 
 
 
４．研究成果 
（１）調査によって明らかになった点： 
①海帰教徒の大規模な増加という現象は 2000 年代に入ってから顕著になった現象であり、

海帰教徒という新たな信者集団がどの程度国内の教会や政教関係に影響を及ぼしているの
かは未だ十分に明らかになってはおらず、研究者やキリスト教関係者によりその評価は大
きく分かれる。例えば Huang は海帰教徒数の急速な増加および彼らの社会的地位やポテン
シャルの高さから、その影響力を高く評価している。しかし一方でその流失率は高く、海帰
教会のほとんどは小規模かつ閉鎖的であり、中国におけるプロテスタント教会全体の一角
を占めるに過ぎない。そのため、海帰教徒や海帰教会はトランスナショナルなコネクション
や経験を豊富に持つが、現在までのところそれらを国内のキリスト教徒や教会とうまく接
合するには至っていない。その要因には海外生活という特殊な環境の中で改宗した海帰教
徒のキリスト教徒としてのアイデンティティの相対的な弱さもあるが、何よりも中国の宗
教政策下において極めて制限された宗教環境が海帰教徒の中国社会への接合を大きく阻ん
でいる。 
②習近平政権下での宗教政策は、宗教関連法規の改訂により宗教のトランスナショナル

な動きを封じ込める姿勢を示している。さらに 2020 年以降の新型コロナウィルスの感染拡
大を契機として生じた国際移動の規模が縮小は、これまで続いてきたグローバル化による
様々な変化の大きな転換点となり、中国国内のプロテスタント教会をめぐるトランスナシ
ョナルな活動の場は、オンライン上に移行しつつある。 
 
（２）研究成果の発表： 
以上の研究成果は、学会での報告２件、論文１件として発表している。また現在執筆中の

論文が１件ある。いずれも国内での発表である。 
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